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「風力発電を問う」―シリーズ 27

まほろば主人　　　

宮下周平

―
第
二
十
六
章

―山線廃線の再考と存続―
（前篇）

私
は
、
来
月
、
こ
の「
風
の
祈
り
」

26
、
27
章
を
添
え
て
、
石
破
茂
首
相

宛
て
に「
函
館
本
線
山
線
廃
止
の
再

考
と
存
続
」
の『
嘆
願
書
』
を
提
出

す
る
予
定
で
す
。

一
、
ま
ず
は
、
こ
れ
を
読

ん
で
く
だ
さ
い

「
状
況
が
厳
し
い
か
ら
、
路
線
を

減
ら
す
。
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
札
幌
近
郊
の
通
勤
路

線
が
あ
り
、
物
資
輸
送
の
路
線
が

あ
る
。
そ
し
て
国
境
地
帯
を
走
る
。

北
海
道
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き

出
し
て
い
く
た
め
、
そ
う
し
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
も
う
一
度
き
ち
ん

と
見
直
し
て
い
き
た
い
」

こ
れ
は
ど
な
た
の
言
か
、
お
判
り
だ

ろ
う
か
。

現
総
理
・
石
破
茂
首
相
で
あ
る
。

画像出典：https://2nd-train.net/

出典：https://x.com/jimin_koho
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2
0
2
4
年
10
月
18
日
、
北
海
道

入
り
し
、
衆
議
院
議
員
選
挙
で
の
応
援

演
説
会
で
、「
新
幹
線
並
行
在
来
線
・

廃
線
」
問
題
に
触
れ
て
、
鉄
道
網
の
重

要
性
を
強
調
さ
れ
た
と
い
う
。

二
、
存
続
に
追
い
風
が
吹

き
始
め
た

天
下
国
家
の
総
帥
の
立
場
で
、
石
破

首
相
が
、
軽
々
に
か
く
も
実
現
不
可
能

な
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
前
提
に
、2
0
2
3
年
10
月
「
地

域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」
の
国

策
変
更
が
あ
っ
た
。
国
土
交
通
省
の
田

口
芳
郎
大
臣
官
房
参
事
官
は
、

「
地
域
が
鉄
道
を
単
な
る
民
間
事
業

で
は
な
く
地
域
の
重
要
な
交
通
イ
ン
フ

ラ
と
位
置
付
け
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に

対
し
て
国
が
積
極
的
に
社
会
資
本
整

備
の
お
金
を
入
れ
て
い
く
仕
組
み

を
作
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。

https://t-ate.com/

2
0
1
4
年
の
文
章
で
す
）

廃
線
が
俎そ
じ
ょ
う上
に
上
が
っ
て
も
無
関
心

で
お
っ
て
も
、
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
言
っ
て
い
る
か
と
い
う
と

『
や
っ
ぱ
り
残
さ
な
あ
か
ん
か
っ

三
、
国
民
の
心
情
は

逆
に
、
国
民
心
情
は
、
赤
字
ロ
ー
カ

ル
線
の
存
続
か
、
廃
線
か
の
二
者
選
択

の
結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
圧
倒
的

に
存
続
派
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の

両
者
の
思
い
を
踏
ま
え
て
、
論
を
進
め

た
い
。

四
、「
廃
線
体
験
者
の
つ

ぶ
や
き
」
10
年
先
、
50
年

先
に
後
悔
し
な
い

生
き
方

多
可
町
（
兵
庫
県
・
人
口

2
0
2
4
年
1
8
，9
2
2
人
）

の
小
嶋
明
（
N
P
O
法
人
じ
ー

ば
代
表
）
さ
ん
は
、
鉄
道
の

廃
線
危
機
に
陥
る
地
域
に

伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と

い
い
ま
す
。

「（
鉄
道
が
1
9
8
2
年
に
廃

線
）
無
く
な
っ
た
町
の
者
し

か
言
え
な
い
こ
と
な
ん
で

す
け
ど
、
無
く
し
て
し
ま
っ

た
ら
も
う
終
わ
り
。

も
う
一
度
作
り
た
い
と

言
っ
て
も
で
き
ま
せ
ん
。（
㊟

田口芳郎大臣
官房参事官
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た
な
』

と
い
う
の

が
、
32
年
前

（
1
9
8
2
年
）

に
廃
線
の
町

で
は
、
バ
ス

も
存
続
危
機

で
、『
負
の

連
鎖
』。

こ
の
町
の

多
く
の
人
の
声
だ
っ
た

ん
で
す
。
鉄
路
が
あ
る

う
ち
に
廃
線
を
阻
止

し
な
け
れ
ば
、
悔
い

が
残
り
ま
す
」

時
代
が
ど
ん

ど
ん
動
い
て
、

一
寸
先
が
闇
。
こ
の
時
こ
そ
、
確
実
に

今
在
る
現
実
や
国
や
先
人
の
遺
産
を
大

事
に
す
べ
き
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
先
の

水
力
発
電
の
遺
産
を
再
活
用
す
る
の
と

同
じ
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
山
線
と
は
？
後
志
は
、

稀
に
見
る
「
世
界
の
至
宝
」

だ
っ
た

山
線
は
、
他ひ

と
ご
と

人
事
で

は
な
い
の
だ
。

私
の
家
の
20
m
前
に

そ
の
函
館
本
線
路
。
終

日
終
夜
、
上
下
全
列
車

31
本
の
音
と
姿
。
寝
台

列
車
、
貨
物
列
車
、
通

勤
通
学
列
車
が
ガ
タ
・

ゴ
ト
、
ガ
タ
・
ゴ
ト
と

音
を
鳴
ら
し
て
走
る
は

走
る
。
ま
さ
に
他
人
事

で
は
な
い
の
だ
。

長
万
部
か
ら
小
樽
ま

で
の
こ
の
函
館
本
線
。

こ
れ
を
山
線
と
い
う
。

（
青
線
）

こ
の
半
径
60
㎞
は
、

世
界
で
も
稀
に
見
る
豊

か
な
土
地
柄
で
あ
る
。
後
志
は
海
、山
、

田
園
地
帯
が
存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

性
が
凝
縮
し
た
地
域
。
い
わ
ば
、
自
給

自
足
で
き
る
最
高
の
風
土
な
の
だ
。

長
万
部
は
噴
火
湾
を
望
み
、
太

平
洋
の
海
幸
の
宝
庫
。倶
知
安
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
壮
大
で
豊
饒
な
産

地
。
ニ
セ
コ
は
今
や
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ボ
ー
の
メ
ッ
カ
で
異
常
な
賑
わ

い
。
仁
木
・
余
市
は
果
物
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
や
ワ
イ
ン
・
ウ
ヰ
ス
キ
ー

の
蔵
元
、
日
本
海
に
接
し
ニ
シ
ン

漁
の
盛
ん
な
魚
御ご

て
ん殿

。
こ
の
地

は
、
国
内
で
も
海
外
で
も
在
り
得

な
い
稀
に
見
る
多
様
性
・
多
種
性

の
優

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

位
性
高
い
聖
域
だ
と
、
専
門

筋
も
絶
賛
す
る
。

そ
の
山
線
は
、
羊
蹄
山
を
仰
ぎ
、

原
始
林
を
抜
け
る
絶
景
。

出典：https://newsdig.tbs.co.jp/

https://trafficnews.jp/

『北の駅舎物語番外編・思い出の函館本線
「山線」DVDより』
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あ
の
、
天
井
全
景
の
観
光
列
車
を
走

ら
せ
た
い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
観

光
客
）
向
け
ゆ
っ
く
り
旅
の
遊
楽
鉄ト

レ
イ
ン道

と
も
な
ろ
う
。

そ
れ
は
、
逆
転
の
発
想
。
補
線
投
資

額
の
何
倍
も
が
返
っ
て
来
る
、
鉄

の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
路
線
な
の
を
、

外
人
客
こ
そ
知
っ
て
い
る
。

六
、
山
線
は
、
大
動

脈
に
し
て
、
Eエ
コ
C
O
、

Cカ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

O₂
削
減
の
味
方

そ
し
て
、
長
万
部
か
ら
倶
知
安

は
、
1
日
上
り
5
本
、
下
り
4
本

の
計
9
本
走
る
一
次
農
水
産
物
流

の
大
動
脈
。
こ
れ
を
絶
っ
て
、
何

を
残
そ
う
と
い
う
の
か
。

列
車
一
両
で
3
0
0
人
、
バ
ス

一
台
な
ら
精せ

い
ぜ
い々

50
人
。
26
両
編
成

貨
物
で
6
5
0
㌧
、
ト

ラ
ッ
ク
な
ら
10
㌧
で
、
い

ず
れ
も
6
倍
以
上
の
効

率
。１

㌧
の
貨
物
を
１
㎞
輸

送
す
る
の
に
、
C
O
₂

排
出
量
が
ト
ラ
ッ
ク
は

2
3
2
g
、
内
航
海
運
で

3
8
g
、
鉄
道
は
20
g
、

何
と
、
1
／
11
の
削
減

比
だ
。

こ
れ
を
潰
し
て
廃
線
に
す
る
な
ど
、

み
す
み
す
宝
を
溝ど

ぶ

に
捨
て
る
よ
う
な

も
の
。
問
題
の
再
エ
ネ
建
設
よ
り
、

C
O
₂
削
減
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

に
貢
献
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

七
、
災
害
時
は
見
殺
し
か　

す
べ
て
の
判
断
・
施
行
は
、
平
常
時

の
こ
と
。
し
か
し
、
3
･

11
の
大
災
害

再
来
時
は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
人

命
救
助
の
た
め
に
も
鉄
道
を
存
続
す
る
。

平
常
時
と
非
常
時
を
繋
い
で
行
く
国
策

が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
は
な
い
か
。

①
軍
事　
余
市
は
防
備
隊
、
倶
知

「全国レクリエーション鉄道地図」交通協同出版より

環境省HPより

内閣府HPより
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安
に
は
駐
屯
地
の
備

え
あ
り
。
ロ
シ
ア
・

北
朝
鮮
・
中
国
か
ら

の
有
事
の
際
、
重
量

の
か
か
る
戦
車
・
兵

器
の
移
動
・
運
搬
に

鉄
道
は
欠
か
せ
な
い
は
ず
。

②
原
発　
2
月
18
日
、
泊

原
発
の
再
稼
働
が
閣
議
で
決

定
。
1
8
0
度
の
転
換
だ
。

3
・
11
の
教
訓
、
長
年
阻
止

の
努
力
も
虚
し
く
、
一
瞬
の

決
定
だ
。事
故
が
勃
発
し
た
時
の
避
難
。

高
速
道
路
・
羊
蹄
国
道
が
閉
鎖
や
車
の

渋
滞
し
た
際
の
避
難
迂
回
路
は
、
ど
う

確
保
す
る
の
か
。
後
志

8
万
人
の
足
と
被
爆
が

危
な
い
。

③
火
山
避
難

2
0
0
0
年
（
平
成
12

年
）
3
月
31
日
の
再
噴
火
。

マ
グ
マ
が
地
下
1
0
m

に
眠
る
有
珠
山
噴
火
が

近
い
と
の
危
険
レ
ベ
ル

予
測
。

　

噴
火
湾
沿

い
1
万
9
千

人
の
避
難

先
・
救
援
物

資
の
道
路
が

溶
岩
流
や
砕
石
で
封
鎖
。
鉄
道
で
の

大
量
輸
送
の
保
存
確
保
は
必
至
で
は

な
い
か
。
大
混
乱
が
眼
に
見
え
る
よ

う
だ
。

こ
れ
ら
み
な
国
の
仕
事
、
お
上か

み

の

考
え
る
事
、
政
府
が
為
す
べ
き
事
。

J
R
企
業
や
各
自
治
体
の
役
割
で

は
な
い
。
何い
ず

れ
の
国
々
に
、
血
税
を

湯
水
の
如
く
ば
ら
撒
く
。
何
兆
・
何

十
兆
の
不
明
金
あ
れ
ば
、
鉄
道
継
続
の

費
用
な
ど
、
ど
う
と
で
も
な
る
額
で
は

な
い
か
。
日
本
は
自
然
災
害
列
島
。
予

備
方
策
は
万
全
を
期
し
た
か
。
自
国
民

の
命
を
考
え
、
再
国
営
化
・
半
国
営

事
業
化
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
、高
齢
者
や
通
学
・
通
勤
・

買
い
物
の
足
が
奪
わ
れ
る

車
の
な
い
高
齢
者
の
隣
町
へ
の
買
い

物
。
通
勤
・
通
学
者
の
足
も
奪
わ
れ
る
。

不
便
極
ま
り
な
い
毎
日
に
、
過
疎
化
に

拍
車
が
か
か
る
。ま
さ
に「
国
内
難
民
」

の
受
け
入
れ
を
ど
う
す
る
の
か
。

平
日
朝
、
余
市
・
小
樽
間
は
、
ホ
ー

ム
に
長
蛇
の
列
。
3
両
編
成
も
高
校
生

ら
で
満
席
、つ
り
革
の
立
ち
客
も
多
い
。

倶
知
安
駅
は
、
冬
場
ス
キ
ー
客
・
イ

https://ryukyushimpo.jp/

https://www.minpo.jp/

https://xn--nbkw38mlu2a.com/

『北海道新聞』2025/2/19 より

NHK( 専門家監修の CGによる再現映像 ) 現代ビジネスより

豊浦町有珠山火山防災マップより
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ン
バ
ウ
ン
ド
客

の
積
み
残
し
で
、

乗
り
切
れ
ず
。

つ
い
に
、
通
勤

型
キ
ハ
2
0
1

系
を
日
中
に
増

結
投
入
！
混
雑

が
続
く
函
館
本
線
山
線
も
、
廃
止
決
定

の
路
線
で
異
例
の
対
応
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。こ
の
現
状
を
、黙
っ

て
見
過
ご
せ
よ
う
か
。

2
0
1
1
年
の
廃
止
決
定
が
、
14

年
後
、
こ
の
事
態
に
変
貌
す
る
と
は
誰

が
想
定
し
た
だ
ろ
う
。

世
の
中
は
流
動
す
る
。
変
化
す
る
。

30
年
の
新
幹
線
開
通
も
、
38
年
へ
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
8
年
間
も
。

し
か
も
、
そ
れ
が
さ
ら
に
長
引
く
か
否

か
、
誰
が
知
ろ
う
。
今
更
な
が
ら
当
時

の
各
自
治
体
の
長
よ
、
連
帯
し
て
そ
の

裁
断
に
責
を
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
重
大
事
、
国
が
面
倒
を
見
る
よ

り
他
、
な
い
で
は
な
い
か
。

現
在
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

2
0
0
以
上
も
連
発
す
る
「
大
統
領

令
」。
世
界
は
歴
史
上
か
つ
て
な
き
巨

大
革
命
が
連

鎖
し
て
い
る
。

紀
元
年
来
の

非
常
時
の
今
。

過
去
の
決
定

に
拘こ

う
で
い泥

す
る

猶
予
は
な
い
。

そ
れ
は
、
愚

か
と
言
う
も
の
。
こ
の
危
急
存
亡
の
秋と

き

こ
そ
、
政
府
は
、
議
員
は
、
地
方
は
、

先
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

九
、
在
来
線
は
、

１
次
・
２
次
・
３

次
産
業
の
味
方　

朝
夕
の
通
勤
通
学
、
地

元
民
の
足
と
し
て
あ
っ
た

は
ず
の
鉄
道
。
そ
し
て
、

農
業
・
漁
業
の
１
次
産
業
、

加
工
・
商
品
化
の
2
次
産

業
の
工
業
、
販
売
・
流
通

の
3
次
産
業
の
生
活
全
般

の
も
の
で
も

あ
っ
た
は
ず

だ
。そ
れ
は
、

生
活
者
の

足
、
大
中
小

企
業
の
味
方

で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、

無
視
さ
れ
、

除
外
さ
れ
、
時
代
遅
れ
の
遺
物
と
し
て

見
な
さ
れ
て
来
た
結
果
。
道
路
は
車
の

洪
水
で
C
O
₂
の
出
ま
く
り
だ
。
脱

炭
素
交
通
の
代
表
格
・
鉄
道
を
廃
止

し
、
バ
ス
路
線
の
切
り
替
え
は
、
安
直

で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
し
て
や
、
再
エ

ネ
を
推
奨
し
て
C
O 

₂
削

減
と
は
、
笑
止
千
万
、
矛
盾

も
矛
盾
。
風
車
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
建
造

は
、
論
理
の
破
綻
。

時
流
の
逆
行
で
は
な

か
ろ
う
か
。
各
市
町

村
長
、
物
事
を
、
遠

く
し
て
深
く
考
え
ら

れ
た
い
。

十
、
新
幹
線
は
、
主
に
観

光
行
楽
者
の
た
め
で
、
庶

民
の
足
に
は
、
ほ
ど
遠
い　
　
　

そ
も
そ
も
函
館
・
札
幌
間
の
時
間
短

縮
の
た
め
、
ど
れ
だ
け
の
自
然
破
壊
や

地
方
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
見
越
さ

れ
た
か
。
ほ
と
ん
ど
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
優

位
の
利
権
の
た
め
。
地
方
自
治
首
長

は
、
お
ら
が
町
が
取
り
残
さ
れ
る
の
も

知
ら
ず
、
賛
同
に
回
っ
た
。
高
い
切
符

で
、
町
村
民
が
乗
れ
る
の
か
。
ど
れ
だ

け
の
人
が
利
用
す
る
の
か
。
今
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
異
国
観
光
客
招
来
の
た
め

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
新
幹
線
は
、
地
点
間
を
よ

https://newsdig.tbs.co.jp/

環境省HPより

画像：https://toyokeizai.net/

https://krfj.net/
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り
高
速
で
結
ぶ
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
だ
ら

け
の
地
下
鉄
状
態
。
18
％
し
か
な
い
景

色
、
異
常
で
は
な
い
か
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
は
、
せ
っ
か
く
北
海
道
に
き

て
、
絶
景
を
満
喫
で
き
な
い
ト
ン
ネ

ル
カ
ー
テ
ン
列
車
に
乗
っ
て
楽
し
め
ま

す
か
?　

時
短
格
安
な
ら
飛
行
機
利

用
で
済
む
。
高
額
の
旅
費
の
た
め
、
ど

れ
だ
け
の
市
町
村
が
犠
牲
に
な
る
か
。

足あ
し
も
と許

を
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

十
一
、
議
会
の
結
末
は
、

断
念24

年
12
月
19
日
の
第
4
回
定
例
議
会

で
の
、こ
の
Ｊ
Ｒ
に
関
し
て
の
論
議
は
、

『
広
報
仁
木
』
2
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
も
議
論
が
十
分
尽
く

さ
れ
た
と
は
伝
わ
ら
な
い
。
最
終
は
、

佐
藤
秀ひ

で
の
り教

議
員
の
質
疑
、
佐
藤
町
長
の

応
答
で
終
了
。
小
樽
～
余
市
間
で
45
億

円
の
経
費
、
市
町
の
負
担
額
５
億
円
の

為
に
、
仁
木
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
双
方
財
政
で
の
止
む
得
き
形
の

幕
引
き
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
「
貨
物
調
整
金
」
や
「
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
」に
加
わ
る
に
、

「
鉄
道
の
再
構
築
事
業
」
の
交
付
金

が
支
給
さ
れ
る
。駅
、線
路
、ト
ン
ネ
ル
、

橋
、
信
号
な
ど
の
整
備
か
ら
車
両
の
購

入
ま
で
可
能
。
国
の
50
％
の
補
助
で

済
む
。
地
方
自
治
体
は
徹
底
し
て
精
査

し
、
市
町
民
を
納
得
さ
せ
た
末
の
結
論

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

将
来
を
見
越
し
て
、
佐
藤
町
長
は
、

ど
れ
ほ
ど
の
思
慮
を
尽
く
し
、
足
労
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
か
。
こ
の
時
こ
そ
、

補
助
金
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
国
も
又
、
応
じ
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

利
権
狙
い
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
再

エ
ネ
事
業
で
、
総
額
持
ち
逃
げ
さ
れ
る

よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
町
民
の
為
に
な
る
だ

ろ
う
。

十
二
、
佐
藤
聖
一
郎
町
長
、

「
山
線
廃
止
宣
言
」
で
先

導
役佐

藤
町
長
は
、
こ
の
山
線
問
題
を

2
0
2
1
年
11
月
29
日
の
町
議
会
全

員
協
議
会
で

『
９
月
に
４
回

開
催
し
た
住

民
の
意
見
交

換
会
へ
の
参

加
者
が
少
な

か
っ
た
』
理

由
を
挙
げ
、
12

月
6
日
か
ら
の

町
内
４
会
場
で
の
意
見
交
換
会
の
前
に

『
参
加
者
数
が
ひ
と
つ
の
町
民
の
意

思
の
表
れ
』
と
し
て
、
独
断
専
行
し

て
廃
止
を
決
定
。
首
長
と
し
て
議
会
で

初
の
「
バ
ス
転
換
承
認
発
言
」

を
し
て
、
後
志
の
先
鞭
役
で
北
海
道
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
道
庁
が
主
導
す
る

密
室
の
「
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」

北海道新幹線 ｢並行在来線｣ バス転
換協議の泥沼化、地元住民は不信感。
日に日に増す道庁批判の声
（写真は小樽駅）

『広報仁木』2月号より

出典：NHKより https://www.nhk.or.jp/

http://www.asahi.com/

出典：https://www.nikkei.com/
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（
22
年
3
月
）
に
道
も
強
気
。
ほ
と
ん
ど

白
紙
で
余
市
町
も
説
伏
し
て
廃
止
が
決

定
し
た
。
折
角
、
斎
藤
余
市
町
長
が
小

樽
余
市
存
続
で
居
る
中
。
せ
め
て
格
安

工
事
の
短
距
離
直
線
、
仁
木
駅
ま
で
も

延
伸
す
る
提
案
で
反
対
に
回
れ
な
か
っ

た
か
。

何
と
い
う
役
回
り
を
、
演
じ
て
く
れ

た
も
の
か
、
拙
速
の
感
が
否
め
な
い
。

だ
が
、
酷
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
府

が
取
り
組
む
べ
き
国
家
事
業
で
、
地
方

自
治
に
押
し
付
け
、
首
長
を
悩
ま
せ
る

案
件
で
は
な
い
。【
そ
の
結
語
と
解

決
が
、
今
回
の
「
風
の
祈
り
」
26
・

27
章
の
主
張
で
あ
る
。】

十
三
、
バ
ス
会
社
不
在
の

密
室
会
議
と
決
定
、
そ
し

て
現
実
激
変

し
か
し
、
バ
ス
転
換
を
決
め
た
も
の

の
、
現
実
、
運
転
手
の
老
齢
化
、
退

職
者
の
激
増
に
よ
り
、
長
期
計
画
は

困
難
。
確
約
で
き
な
い
中
で
、
路
線

廃
止
か
、
本
数
減
少
し
か
、
手
の
打

ち
よ
う
が
な
い
。

第
13
回
「
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
並

行
在
来
線
の
廃
止
を
決
め
た
密
室
協
議

の
場
に
、
地
域
の
バ
ス
事
業
者
は
呼
ば

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
失
態
。
こ
の

異
常
事
態
。
そ
し
て
、
道
側
の
謀
は
か
り
ご
とは

狂
っ
た
。
本
命
不
在
と
、
時
の
流
れ
が

狂
わ
し
た
。

激
怒
し
た
北
海
道
中
央
バ
ス
・
ニ
セ

コ
バ
ス
・
道
南
バ
ス
の
３
社
は
、
路

線
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
等
を
検
討
継
続
。

24
年
8
月
28
日
開
催
の
第
17
回
後
志

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
根
本
を
揺
る
が
す

『
昨
今
の
深
刻
化
す
る
バ
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
（
70
％
）
か
ら
バ
ス
転

換
の
目
途
が
立
た
ず
』、
バ
ス
転
換

が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
各
所
か
ら
も

道
に
疑
問
の
声
。
2
月
6
日
、
中
央
バ

ス
は
、
遂
に
4
4
0
便
も
の
廃
止
、

減
便
を
発
表
し
た
。

十
四
、
新
幹
線
、
38
年
度

「
開
業
延
期
」
で
迷
走　

札
幌
～
北
斗
駅
（
2
1
2
㎞
）
の

82
％
も
占
め
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
難

航
。
比
羅
夫
工
区
で
、
巨
石
塊
が
地
中

に
出
現
し
、
掘
削
の
行
く
手
を
阻
む
多

数
の
難
所
。
予
定
が
大
幅
に
狂
っ
た
。

さ
ら
に
、
基
準
値
を
超
え
る
ヒ
素
や

鉛
な
ど
の
重
金
属
の
残
土
処
理
問
題
。

加
え
て
作
業
員
不

足
や
残
業
規
制
強
化

と
線
路
敷
設
工
事
も

あ
り
、
開
業
時
期
が

見
え
な
い
。
こ
れ
は

G
X
・
D
X
推

進

で
大
幅
に
見
通
し
が

立
た
な
く
な
っ
た
為

だ
。我

が
同
志
は
、
そ

こ
の
工
事
責
任
者
で

も
あ
っ
た
。
が
、
絶

望
的
な
状
態
に
と
う

と
う
離
職
し
、
其
処

を
去
っ
た
。

当
初
30
年
の
予
定

が
、
38
（
令
和
20
）
年

に
8
年
の
先
延
ば
し
。

そ
れ
も
予
定
。
再
延

長
の
可
能
性
も
あ
り
、

25
年
3
月
現
在
、
更

に
数
年
単
位
の
延
伸
と
な
っ
た
。

新
幹
線
延
伸
の
た
め
の
事
業
費
が
、

す
で
に
2
兆
3
1
5
0
億
円
（
22
年
）

試
算
で
、そ
の
1
／
3
を
地
方
が
負
担
。

さ
ら
に
、
雪
だ
る
ま
式
に
、
道
民
に
重

く
伸の

し
掛
か
る
の
だ
。

十
五
、「
陸
の
孤
島
」と「
負

の
連
鎖
」

俱
知
安
町
は
工
事
の
都
合
上
、「
長

万
部
―
小
樽
間
2
0
2
5
年
で
廃

止
」
を
道
の
参
事
が
主
張
。
こ
れ
は

論
理
の
破
綻
。
本
年
で
、
仁
木
の
命

運
も
決
ま
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
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十
六
、
小
樽
・
余
市
間
の

可
能
性　
「
多
頻
度
、
多

駅
化
」

　

そ
の
中
で
、
後
志
管
内
で
も
侃か

ん
か
ん々

諤が
く
が
く々

、
賛
否
両
論
に
分
断
し
た
。

「
廃
止
の
方
針
」
を
決
め
た
山
線

区
間
長
万
部
～
小
樽
間
で
、
輸
送

密
度
が
2
，0
0
0
人
を
超
え
る
余

市
～
小
樽
区
間
で
あ
れ
ば
、
廃
止
の

対
象
と
は
な
り
得
な
い
の
に
、
道
は

強
行
に
廃
止
命
令
。
そ
こ
で
、
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
（
国
や
地
方
自
治
体
（
＝

第
一
セ
ク
タ
ー
）
と
民
間
企
業
（
＝
第
二
セ

ク
タ
ー
）
と
の
共
同
出
資
の
事
業
体
。
民
間

の
活
力
を
使
っ
て
公
共
的
な
事
業
を
営
む
も

の
）
の
路
線
維
持
の
提
言
が
出
さ
れ

た
。

https://otarunet.com/

https://busmagazine.bestcarweb.jp/

https://www.asahi.com/

出典：https://www.lrt.co.jp/

txbiz.tv-tokyo.co.jp

https://www.youtube.com/ 鐵坊主

ニ
セ
コ
バ
ス
が
ベ
ー
ス
で
、
バ
ス
そ

の
も
の
が
無
く
な
る
可
能
性
を
孕
み
、

「
陸
の
孤
島
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

現
に
、
中
央
バ
ス
は
、
24
年
9
月
よ

り
共
和
町
、
岩
内
町
、
泊
村
、
神
恵
内

村
の
路
線
を
廃
止
し
、
４
つ
の
自
治
体

は
、
代
わ
り
に
共
同
で
バ
ス
の
運
行
を

始
め
た
。

鉄
道
廃
止
➡
バ
ス
転

換
➡
便
数
減
少
➡
乗
車

減
少
➡
バ
ス
廃
止
➡

「
負
の
連
鎖
」

胆
振
線
・
銀
山
経
由
赤
井
川
村
行
き
、

冷
水
峠
経
由
赤
井
川
村
余
市
赤
井
川
線

行
き
も
忽
然
と
し
て
消
え
た
。
岩
内
町

～
札
幌
市
間
も
新
幹
線
開
通
後
、
存
続

で
き
る
か
。
共
和
町
～
余
市
町
間
、
高

速
岩
内
号
は
捨
て
ら
れ
る
恐
れ
。
寿
都

町
～
岩
内
町
間
も
１
日
４
往
復
と
風
前

の
灯
火
だ
。仁
木
町
を
通
る
中
央
バ
ス
・

だ
が
、「
在
来
線
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
、
住
民
の
悲
痛
の
声
を
無
視

し
て
、
道
は
バ
ス
転
換
に
何
故
に
こ
う

も
こ
だ
わ
る
の
か
。
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
し

て
、
目
先
の
黒
字
赤
字
し
か
意
識
が
な

い
の
か
。
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む
し
ろ
、
小
樽
～
余
市
間
を

も
っ
と
便
数
を
増
や
し
、
駅
数

を
増
や
し
て
利
便
化「
多
頻
度
、

多
駅
化
」
に
す
れ
ば
、
黒
字
化

す
る
と
の
新
提
案
だ
。

後
述
の
倶
知
安
間
を
バ
ス
化

す
る
と
の
論
の
他
に
、
仁
木
住

民
と
し
て
は
、
更
な
る
鉄
道
延

伸
で
の
可
能
性
を
望
む
や
切
な

り
。
そ
れ
が
新
幹
線
敷
設
後
の

山
線
復
活
化
で
、「
旅
客
・
貨

物
の
両
方
で
稼
ぐ
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。

十
七
、
全
国
で
も
同
様
の
問

題
と
復
興

こ
の
問
題
は
今
国
中
で
勃
発
し
て
、

地
方
で
論
議
さ
れ
、
独
り
道
内
函
館
本

線
だ
け
の
事
件
で
は
無
か
っ
た
の
だ
。

だ
が
、挫く

じ

け
な
い
町
々
も
あ
る
の
だ
。

11
年
7
月
の
豪
雨
被
害
に
遭
っ
た
福

島
と
新
潟
間
の
只
見
線
1
3
5
㎞
秘

境
路
線
が
11
年
ぶ
り
に
1
本
の
レ
ー
ル

で
再
開
。

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
と
な
っ
た
三
陸
鉄
道

が
、
3
・
11
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

実
現
し
て
い
な
い
。「
G
X
・
D
X
大

構
想
」
が
「
グ
リ
ー
ン
詐
欺
」
宣
言
の

ト
ラ
ン
プ
大
革
命
で
先
き
行
き
が
危
う

い
。知

事
は
、新
幹
線
を「
道
民
の
悲
願
」

https://www.youtube.com/【北海道】乗り物大好きチャンネル

https://www.yomiuri.co.jp/『夕張再生市長』鈴木直道著（講談社）

て
運
行
。
10
年

以
上
経
つ
も
、

以
前
よ
り
25
％

以
上
の
観
光
利

用
客
で
ご
っ
た

返
し
て
い
る
と

い
う
。

十
八
、
仁

木
で
も
津

司
氏
が
警
告

昨
年
よ
り
、
前
商
工
会
議
所
会
長
・

津
司
康
雄
氏
が
連
載
し
て
山
線
廃
止
の

反
対
論
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
「
鉄
道
は
2
0
2
5

年
度
廃
線
の
危
機
で
す
！
」
と
の
警

告
で
、
白
紙
撤
回
と
存
続
を
強
調
し
て

い
る
。

十
九
、
鈴
木
知

事
の
『
攻
め
の

廃
線
』
の
結
果

鈴
木
知
事
の
夕
張
市

長
時
代
、
J
R
石
勝

線
夕
張
支
線
を
『
攻
め

の
廃
線
』宣
言
を
切
っ

掛
け
に
、
夕
張
市
の
衰

退
が
止
ま
ら
な
い
。
安

易
な
バ
ス
転
換
も
24
年

9
月
末
で
廃
止
。
そ
れ

に
、
連
鎖
し
て
、
16
年

12
月
留
萌
～
増
毛
間
、

21
年
4
月
鵡
川
～
様
似

間
、
23
年
3
月
石
狩
沼

田
～
留
萌
間
な
ど
の
廃

線
を
決
め
、
全
て
「
大

失
敗
」。

市
有
の
4
観
光
施
設

を
17
年
2
月
2
・
4
億

円
と
格
安
で
中
国
系
元

大
企
業
に
売
却
。
元
大
は
、
約
15
億
円

で
香
港
系
フ
ァ
ン
ド
に
売
却
し
た
。
道

知
事
〝
栄
転
〟
後
も
、
鉄
道
軽
視
、

歴
史
削
除
（
記
念
塔
の
撤
去
）
の
姿

勢
で
、「
稼
ぐ
道
政
」
の
公
約
は
未
だ

復興のシンボルとなった三陸鉄道
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と
声こ

わ
だ
か高

に
訴
え
る
も
、
今
と
な
れ
ば
、

道
民
は
冷
や
か
な
目
と
な
り
、
虚
し
く

映
る
だ
け
だ
。

二
十
、
抑
々
、
鉄
道
は
国

の
遺
産
、
歴
史
の
活
用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
力
発
電
が
再
び
脚
光
を
浴
び
て
、

歴
史
上
の
先
駆
者
の
労
苦
が
報
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
今
。
同
じ
く
明
治
以
来

の
営
々
と
し
て
築
い
て
来
た
鉄
道
機
関

網
。
こ
の
先
人
の
遺
産
を
こ

の
代
で
、消
滅
さ
せ
る
に
は
、

余
り
に
も
勿
体
な
い
。
余
り

に
も
申
し
訳
な
い
で
は
な
い
か
。

人
体
に
血
脈
リ
ン
パ
が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
土
の
隅
々
に
は

鉄
道
網
が
行
き
渡
っ
て
い
た
。

一
極
集
中
を
避
け
る
移
住
民
の
受
け

皿
、
地
方
創
生
に
は
、
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
未
来
の
大
舞
台
だ
っ
た
は
ず

だ
。曽か

つ

て
の
明
治
新
政
府
の
廃
仏
毀き

し
ゃ
く釈

令
。
寺
院
仏
像
は
薪

た
き
ぎ

と
な
り
、
諸
国
に

二
束
三
文
で
買
わ
れ
た
。
こ
の
世
紀
の

大
失
策
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
先
の
石
破
首
相
の
言
に

繋
が
る
。

「
果
た
し
て
、
石
破
首
相
、

ど
う
回
答
頂
け
ま
す
か
？
」

国
の
愚
策
・
無
策
が
地
方
を
苦
し

め
る
。
イ
ン
フ
ラ
は
、
国
家
の
骨

格
に
し
て
血
脈
。
目
先
の
経
済
効

果
で
右
往
左
往
し
、
甲こ
う
ろ
ん
お
つ
ば
く

論
乙
駁
し

て
こ
れ
を
断
絶
し
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
解
決
は
如
何
に
。

二
十
七
章
に
続
く
。

https://hre-net.com/

画像出典：https://image.itmedia.co.jp/
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